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Information

インターネット
新製品情報

全社協、スマトラ沖地震
福祉支援活動
第2年次助成を決定！

保健福祉広報協会のホームページ（http://www.

hcr.or.jp）では、発売から1年以内の福祉機器の新

製品情報を提供しております。新製品情報は3か

月（1月、4月、7月、10月）ごとに更新しており、

2006年10月の新製品は13製品です。ネット上で資

料請求もできますので、是非、最新の福祉機器情

報をインターネットでご覧ください。

掲載新製品一覧 2006年10月

NO 製品分類 製品名 企業名 発売日

施設向介護ベッド
「ジャストベルグランド」DX

1 入浴用品 ●DX-DB 【マルチ機能】 アイシン精機株式会社キープエイブル部 平成18年 9月
●DX-D 【マルチ機能】
●DX-B 【単機能昇降】

2 移動機器 酸素ボンベキャリヤ ローラーステッキ商会 平成18年10月

3 移動機器
階段昇降機能付き車椅子

株式会社TSテクノロジ 平成18年 4月
（トランサポータ）

4 建築・住宅設備 AIDoor 株式会社アイスリー 平成18年12月

5 日常生活用品 キューブクッション 株式会社エクシールコーポレーション 平成18年 9月

6 トイレ・おむつ用品 マインレット夢 株式会社エヌウィック 平成18年12月

7 出版・福祉機器情報
インターネット版

（社）全国脊髄損傷者連合会 平成18年 9月
『全国車いす宿泊ガイド』

8 日常生活用品 ARGENT 株式会社スワニー 平成18年10月

9 建築・住宅設備 ステップリフト　ソーラス 中央エレベーター工業株式会社 平成18年 秋

10 建築・住宅設備 ステップリフト　ソフィア 中央エレベーター工業株式会社 平成18年 秋

11 移動機器
電動カートモンパルML200 

本田技研工業株式会社 平成18年 3月
デラックスタイプ

12 日常生活用品 箸ぞうくん・II 有限会社ウインド 平成18年 3月

13 日常生活用品 足ピタックス 有限会社ウインド 平成17年10月

2004年12月のスマトラ沖地震・津波は、死者・行

方不明者22万人、被災者200万人以上という甚大な

被害をインド洋沿岸地域の国々にもたらしました。

全国社会福祉協議会では、2005年2月、現地で被

災者支援に取り組む海外および国内の団体を支援す

るため、「スマトラ沖地震被災者に対する民間社会

福祉団体の支援活動」を立ち上げ、2005年9月に全

国の社会福祉関係者から寄せられた募金を基に第1

年次助成（2005年9月～2006年8月）をおこないま

した。

本年8月、第1年次助成をおこなった被災地での

子どもたちへの教育・能力開発プログラムや聴覚障

害者による手芸品製作支援などの復興・支援活動を、

支援委員会委員が視察しました。その結果、「被災

前の生活をとり戻すためには継続的な支援が必要で

ある」ことが確認されました。

それを受け、9月8日に開催された第2回スマトラ

沖地震被災地福祉支援委員会では、第2年次分

（2006年9月～2007年8月）としてインドネシア、ス

リランカ、タイの合わせて5団体に対し、総額2,284

万円の助成をおこなうことを決定いたしました。

（別表参照）

なお、H.C.R. 2006では「スマトラ沖地震とアジア

の子ども」をテーマに国際シンポジウムが開催され、

被災地で活躍する民間の社会福祉団体の指導者から、

「被災地での福祉支援活動」や「被災に負けずたく

ましく生きるこどもたちの生活の現状と課題」など

が報告されました。

第2年次助成先一覧 ■対象期間：2006年9月～2007年8月

■助成総額：22,840,000円

国 
団体・事業名 

本部所在地・活動地 
第2年次活動計画 

第2年次 
助成額（円） 

Yayasan Usaha Mulia（YUM） 
（ヤヤサン ウサハ ムリア） 

「YUMアチェ・コミュニティセンター事業」 

■本部所在地：ジャカルタ 
■活　動　地：アチェ州 

NESEC Foundation（ネセック財団） 

「ゴール県ヒッカドゥワ津波被災者の 
支援プロジェクト」 

■本部所在地：カダワタ 
■活　動　地：ゴール県（ヒッカドゥワ市） 

Holt Sahathai Foundation（HSF） 
（ホルト サハタイ財団） 

「津波で被災した家族と子どものためのリハビリテー
ション・プログラム（コミュニティに根ざした開発）」 
■本部所在地：バンコク 
■活　動　地：ラノーン県（スックソムラン市） 

特定非営利活動法人 
幼い難民を考える会（CYR） 

「タイ津波被災地での子どもと女性への支援事業」 

■本部所在地：バンコク 
■活　動　地：ラノーン県、パンガー県 

特定非営利活動法人 
シェア＝国際保健協力市民の会 

「スマトラ沖地震被災地における 
ミャンマー人移民支援保健教育プログラム」 
■本部所在地：東京 
■活　動　地：パンガー県 

●アチェ・コミュニティセンター（民家を賃貸）を拠点
として、次の活動を行う。 
・放課後の子どもたちへの教育支援 
・奨学金の支援 
・精神面の支援としてのカウンセリング、スポーツ活動支援・
生業支援としての小口貸付 
・障害のある子どもの保育・教育支援　など 
●ジョクジャカルタの地震・津波被災者に生業支援と
しての小口貸付を行う。 

●ヒッカドゥワ・コミュニティセンターを拠点として、次の
活動を行う。 
・奨学金の支援 
・コミュニティセンターの図書の充実、子どもの教育支援 
・地域の幼稚園、図書館への設備・備品・図書の提供 
・幼稚園教諭の訓練プログラム　など 

 
●スックソムラン・コミュニティセンターを拠点として、
家庭訪問などを実施し、下記の活動を行う。 
・子どもと母親へのカウンセリング、グループワーク 
・家庭訪問での生活相談 
・無国籍のミャンマー人移民へのタイ語教室 
・生業支援としての小口貸付　など 

 
 

●現地NGO「ラバットバイ」がラノーン県で行うワーク
ショップやキャンプなどの活動に対し、教材や遊具の
提供などフォローアップを行う。 

●ホルト サハタイ財団と連携し、ラノーン県スックソム
ラン幼稚園に設置した外遊具の使用状況をフォロー
し、必要に応じて教材や保育者研修の支援を行う。 

●ホルト サハタイ財団と連携し、ラノーン県スックソム
ラン市の保育園への外遊具・垣根の支援を検討する。 

●現地NGO「HREIB」の行う下記の保健教育活動
に対し、薬品代等の活動費の支援、また専門性に
基づくモニタリングを行う。 
・マラリア予防についての教育・啓発活動 
・女性や子どもに対する家庭内暴力、リプロダクティブヘルス（性
と生殖に関する健康と権利）についての教育・啓発活動、ま
た女性労働者だけでのセッションの実施　など 
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